
今後の目指すべき方向性について

○拠点化・集約化（地域の拠点となる病院）

医療機関名 該当

小山記念病院 ○

白十字総合病院 ○

神栖済生会病院 ○

鹿島病院 ○

高須病院

○医療機能の高度化（急性期→高度急性期等）

医療機関名 該当

小山記念病院 ○

白十字総合病院 ○

神栖済生会病院 ○

鹿嶋ハートクリニック ○

島医院

高須病院

○地域連携の強化（既存の資源の活用等）

医療機関名 該当

小山記念病院 ○

前田病院 ○

白十字総合病院 ○

神栖済生会病院 ○

鹿嶋ハートクリニック ○

鹿島神宮前病院 ○

鹿島病院 ○

島医院 ○

清仁会病院 ○

資料３

行政主導の元、鹿島労災病院と統合し、救急医療・急性期医療の充実と圏域外への患者流失抑制を図る。ま
た、周辺医療機関との連携と役割分担の継続、強化に努め、地域の医療水準の向上に貢献する。

理由及び具体的な見通し等について

二次救急病院並びに一次脳卒中センターとして、救急医療に貢献し続けたい。
また、地域がん診療病院として、がん医療の中核を担う責務を果たしたい。

構想地域鹿行医療圏における拠点病院の一翼を担う医療機関として役割を担うべきと認識。

構想区域北部の行方市、鉾田市は入院対応医療機関が少ないため、当院が可能な限り役割を担うべきと考
えている。

理由及び具体的な見通し等について

感染症指定医療機関として、鹿行地域での拠点病院の役割を担うべきと認識。各医療機関の機能を明確化
し、役割分担、連携の推進を勧める。

外来患者数の増加が著しいため、逆紹介を積極的に推進すると共に、
手術や処置、がん化学療法の必要な患者の紹介受入を拡充したい。

地域医療機関と連携を強化し、お互いの診療を補完し合える体制を構築していきたい

理由及び具体的な見通し等について

令和５年度からの循環器科医師増員に伴い、
24時間365日の心疾患患者受け入れ体制の確立を図る。

構想地域における自院の役割に対し確実に成果を挙げる。特に二次救急病院として救急搬送の応需率向上
に務め、ひいては地域の課題である救急搬送時間短縮に貢献する。最大の要因である医師不足解消に向け
てあらゆる方策を講じたい。

救急医療、急性期医療の充実のため、HCUの整備を目指す。

ＨCU4床を整備増床することにより、救急隊からのホットラインに原則
24時間365日対応できる体制を構築

泌尿器科クリニックとして、医療の高度化というよりも専門性を高めていく方針。

既存の医療資源を活用しながら、現在の医療提供体制を維持できるように努める。

地域の医療機関または高度な機能を持つ病院への紹介などを行い連携を図る。地域における研修などに積
極的に参加し、情報交換に努める。

地域の急性期病院との連携を強化し、急性期病院の負担軽減及び病床の効率化をサポートする事が慢性期
病院の目指すべき方向性の一つである。

紹介・逆紹介の推進、高度医療機器の共同利用等を積極的に進め地域連携体制充実の核となる。在宅療養
後方支援病院として地域内における在宅医療推進への貢献。

登録医制度の拡充、紹介・逆紹介を推進し、医療機器の共同利用等、地域医療機関との連携強化を図る。

拠点となる医療機関、又はかかりつけ医や地域の医療機関同士の連携体制の強化紹介・逆紹介の推進、医
療資源の共同利用促進、地域内での情報共有や医療従事の研修実施等

拠点医療機関や高度な医療を有する医療機関との連携、又はかかりつけ医や地域の医療機関同士の連携
体制の強化

他医療機関との情報共有（連携パス等の活用）
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高須病院

○専門医療への特化（中小病院・診療所等）

医療機関名 該当

前田病院 ○

白十字総合病院

鹿嶋ハートクリニック ○

鹿島神宮前病院 ○

鹿島病院 ○

井上眼科医院 ○

島医院 ○

大野診療所 ○

高須病院

つばさクリニック ○

○外来機能等の強化（かかりつけ医機能）

医療機関名 該当

小山記念病院 ○

白十字総合病院

鹿島病院 ○

島医院 ○

済生会土合クリニック ○

高須病院

○地域包括ケアの支援（在宅医療の提供等）

医療機関名 該当

前田病院 ○

白十字総合病院 ○

神栖済生会病院 ○

鹿嶋ハートクリニック ○

鹿島病院 ○

理由及び具体的な見通し等について

自治体と協力し、中長期的に、自院なりの地域包括ケアシステムの参画を検討したい。

回復期病床の活用をはじめ在宅療養後方支援病院として、地域内における地域包括ケア体制構築に対して
の役割を果たす。

現在、在宅療養支援病院として対応しているが、今後、235床への増床時には、在宅療養後方支援病院への
移行が必要とされる。

現状でも拠点医療機関および地域診療所との連携を実施しているが、さらなる強化をはかる。

理由及び具体的な見通し等について

透析のブラッドアクセスの専門医療

構想地域鹿行医療圏においては医療人材不足等から医療提供体制の全般的な底上げの必要性が謳われて
いる。そうした背景から、総合的な医療提供体制の維持・向上に努めたい。

医療機能に特化することにより、地域における役割の明確化を図る

専門特化というよりも、慢性期医療体制を維持したい意向。

回復期、障害者病棟でのサービスの充実。多様な精神疾患（思春期外来、アルコール依存症等）に対応でき
る医療機関を目指す。

高度な機能を有する医療機関と連携を図りながら、眼科専門医療機関として医療を提供する

泌尿器科クリニックとして初期診療を担い、診療にあたる。必要時には高度な機能を持つ病院への紹介を行
う。

消化器病の専門性を高める。内視鏡治療の充実。

①地域的に救急医療のファーストタッチを担う必要あり、救命センターから救急科専攻医研修を受け入れなが
ら対応。②癌対応のため消化器系診療の充実を図っている。

現在の医療提供体制（内科、外科、整形外科、眼科）を維持したいと思います。

現状と同じようにかかりつけ医機能を担う。

理由及び具体的な見通し等について

紹介受診重点医療機関への手挙げを予定。
地域のかかりつけ医となる医療機関との連携についても強化していきたい。

当地においては診療所数も他地域に比して少なく体制が脆弱とされる。体制充実までの間は紹介受診重点
及びかかりつけ医機能、両機能を一定程度併せ持つ体制も必要と考える。

精神科初診予約の待機期間を短縮。精神科入院受入体制の整備。

地域におけるかかりつけ医としての診療にあたる。他の医療機関との連携を持ち、患者を包括的にみるように
努める。

現在の医療提供体制を維持したい意向。

高齢者等を支える地域の支援体制の確立の為、医療側としてリハビリ・デイケアの提供を更に充実させる。
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島医院

大野診療所 ○

済生会土合クリニック ○

高須病院

鉾田病院 ○

○規模見直し・効率化（ダウンサイジング等）

医療機関名 該当

鹿島病院 ○

島医院

なめがた地域医療センター ○

高須病院

○その他

医療機関名 該当

白十字総合病院

鹿嶋ハートクリニック ○

葉山産婦人科 ○

渡辺病院 ○

高須病院

構想地域における医療提供体制確保の視点から、医師の働き方改革への対応については、地域医療の課題
として確実に対応して参りたい。

医療資源の少ない地域での、医師の高齢化、働き方を地域の課題として共通認識を図る

２４時間体制のお産継続が今後の課題である

近隣医療機関との連携を更に強化し、慢性期医療の充実を目指していきたい。

今後の地域の状況により考慮。上部の内容により効率化を図る。

数少ない泌尿器科専門クリニックとして多くの泌尿器科患者の診療が行えるように専門性を伸ばしていく。

全ての許可病床（199床）を返還（時期は協議中）し、無床診療所に転換する。

地域における役割分担等を今後の状況に応じて担っていけるように対応する

理由及び具体的な見通し等について

医師の働き方改革へ対応しつつ、現状の地域医療維持をめざす。

在宅医療が必要な患者に対しては在宅医療を行う医療機関へ紹介する。

地域の在宅医療（訪問診療・訪問看護等）を担うべきであると認識しております。

地域に密着した役割を担う医療機関として、介護と連携した医療提供体制を構築していきたい。

外来、訪問診療、入院施設を元に、周辺介護施設とも連携して、地域の医療を担っていく。

地域包括ケアにおいて在宅医療の提供、介護サービスの提供。

理由及び具体的な見通し等について
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